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論文審査の要旨（2000 字程度）

本研究は、「製品の材料における物理的構造がサプライチェーンの形態に及ぼす影響－鉄鋼製品を事例として－」

と題し、以下の６つの章から構成されている。

第 1章「序説」では、本研究の問題意識と研究の目的を示した上で、研究方法と研究の概要を記している。      

（問題意識）では、これまでのサプライチェーンの研究では、事例として自動車をはじめとする組立製品を対象

とした研究が多く、材料を加工して最終製品とする所謂プロセス製品を対象とした研究が少ない、製品の品質維

持・向上に着目したサプライヤー企業の最適な組合せについては必ずしも言及されてない、さらには、製品の特

性が持つ自然科学的或いは技術的視点による分析が限定的である、等の課題があることを示している。

（研究の目的）では上記問題意識から、本研究の目的の第 1 を、代表的なプロセス製品である鉄鋼製品を対象と

して、品質保証の観点から見たサプライチェーンの構造に対する自然科学的、技術的知見の影響を明らかにする

こととし、第 2 の目的を、鉄鋼製品のサプライチェーンの形態に対して科学的知見の進歩が及ぼす影響を検証す

ることとしている。

（研究方法）では、事例として鉄鋼製品の自動車用弁ばねと、その対比として釘を研究対象とし、文献調査、公

開特許公報調査、および関係する分野のキーマンへのインタビューによって研究を進めたことを示している。

第 2 章「鉄鋼製品のサプライチェーンにおける企業間関係」では、鉄鋼製品のサプライチェーンにおける企業

間関係の特徴について、高品質を要求される弁ばねと汎用品の釘のサプライチェーンを比較している。弁ばねの

場合は、ほぼ全量が国産品で品質目標達成のためにサプライヤーが相互に連携しており、中でも二次加工メーカ

ーが重要な役割を果たしていることをインタビューなどで明らかにしている。一方、釘は輸入依存度が高く、国

内外を含めてサプライヤーが多岐に亘っていて、弁ばねとは異なるサプライチェーンの形態となっていることを

示している。また、製品の品質に着目したサプライチェーン・マネジメント、および組織論の視点で企業間関係

を論じた先行研究の中で、本研究に適用可能と見られる論文を抽出し、その視点や考え方の概要を記述している。

第 3章「鉄鋼製品のサプライチェーンの形態」では、弁ばねと釘について、それらの日本産業規格（JIS 規格）

と、JISの品質保証への適用状況について比較し、弁ばねのサプライチェーンではサプライヤー間の連携・協力の

下に、個々のサプライヤーの品質保証責任範囲が企業としての事業範囲を超えてサプライチェーン全体に広がっ

ているのに対し、釘ではその様な連携・協力現象が観察されず、品質保証責任範囲も企業の事業範囲を超えない

という、両製品のサプライチェーン形態の違いを明らかにしている。

第 4 章「鉄鋼材料の物理構造がサプライチェーンの形態に及ぼす影響」では、両製品のサプライチェーン形態

の違いの原因を自然科学的な視点で解析している。特に、鉄鋼材料のミクロ組織の構築という物理現象に着目し

てその硬化メカニズムの解明度を分析している。釘の場合はフェライト/パーライト組織であり、その組織構造が

もたらす製品特性についてはある程度理解が深化しているのに対して、弁ばねの場合は、その製品属性を決定付

けるマルテンサイト変態という物理現象による鋼の硬化メカニズムが、未だ自然科学的に解明されていないこと

を明らかにしている。このことから、弁ばねと釘のサプライチェーンの形態が異なる主要な要因に、鋼の物理現

象に対する理解度の違いがあることを強調している。

第 5 章「鉄鋼製品のサプライチェーンの変化と基礎研究」では、鉄鋼材料の物理的構造に関して、新たな知識

の獲得や技術進歩が実現した場合、それらが鉄鋼製品のサプライチェーンの形態に及ぼす影響を、弁ばねを事例

として分析している。鋼中の非金属介在物の挙動に関する研究に着目し、強固なサプライチェーンの形態であっ

ても、物性に関する新たな自然科学的な理解が進化した場合には、サプライチェーンや産業構造が大きく変化し

得ることを明らかにしている。また、科学的発見が基礎研究の蓄積の成果である点を指摘し、サプライチェーン

の競争力を維持するための知財戦略の重要性を指摘している。

第 6 章「結論および今後の課題」では結論として、鉄鋼材料のミクロ組織に対する理解度の違い、および材料

物性に関する新たな科学的知見が、鉄鋼製品のサプライチェーンの形態に影響を及ぼすことを明記している。ま

た、今後の課題とインプリケーションとして、サプライチェーンとしての競争力とそれを維持する知財戦略、海

外移設、さらには基礎研究の長期的継続性の意義と有効性を示唆している。

以上、本研究は、汎用品の釘と高品質が求められる自動車用弁ばねのサプライチェーンを比較することにより、

理学的研究の成果である鉄の物性に対する理解の程度が鉄鋼製品のサプライチェーンに影響していることを明ら



かにしており、経営学においてこれまであまり考慮されてこなかった理学的基礎研究の産業への直接的影響を示

すという新たな学術的知見を提供しただけでなく、プロセス産業の研究開発戦略や製品開発戦略に基礎研究の成

果を考慮する必要があることを示した点で産業的にも重要な知見を提供している。

よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認める。

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。


